
理事会議案第１号　参考資料

令和８年度重点事業

第５次伊勢原市地域福祉活動計画 基本理念

(1) 地域における交流と支え合い活動の推進

地域住民等により実施されている見守り活動やサロン活動等の支援及び新たな

活動の立ち上げを支援し、住民相互の支え合い機能の強化、住み慣れた地域で

安心して暮らし続けることができる環境づくりを推進します。

また、複合化する地域課題の解決に向け、多世代交流の場や地域での居場所

づくりを推進します。

(2) 福祉を支える人材の育成

超高齢化社会を迎えた中で、高齢者を支える介護職の高齢化による離職もすす

み、人材不足は深刻さを増しています。２０４０年問題を見据え、引き続き、介護の

入門資格である介護職員初任者研修を開催し介護人材の育成に努めます。

また、次代を担う児童、生徒向けの体験学習等のプログラムの充実を図り、福祉

への関心・理解を深め「思いやりの心」の育むための福祉教育を推進します。

(4) 組織の基盤強化と自主財源の確保

令和８年度は組織体制の基盤強化、包括的な支援体制の構築に向けた各種研

修会や職員会議の開催等、人材育成に努めます。

また、安定した事業運営のため、減少傾向にある自主財源の確保に向け、ＳＮＳ

等を活用した積極的な広報活動等に努め、法人や若い世代への情報提供及び発

信による本会活動への理解・促進に努めます。

(3) 成年後見・権利擁護の推進

障がい者や認知症高齢者、身寄りのない高齢者などの権利擁護を推進するた

め、成年後見制度等の相談対応及び普及・啓発に努めます。

また、「地域連携ネットワーク」の一環として、地域での権利擁護支援のあり方や

成年後見制度の利用促進について、関係機関と協議・推進すると共に、支援の必

要な人を早期に発見し、適切な支援につなげる地域連携の仕組みを構築します。

少子高齢化が進み、本市における高齢化率は２７％を超え、そのうち７５歳以上の後期高齢者は約１６％と超高齢社会

の中で、私たちを取り巻く経済・社会環境は厳しさを増しています。 少子高齢化の影響により人口構造は確実に変化し

ており、働き手となる生産年齢人口は減少の一途をたどるなど、超高齢化社会への対策が課題となっています。

長寿社会への生活環境の整備はもとより、子どもや子育て中の方、障がいのある方、生活困窮や社会的孤立など、生

きづらさを抱える方を支える仕組み、担い手の確保など、全ての人が支えあい、自分らしく活躍できる地域づくりが重要と

なります。

そうしたことから、令和８年度では、次項の重点事業に掲げる４つの視点に基づき、地域住民の皆さんが安全安心に生

活をしていくことができるよう、これまで培ってきた地域関係者とのネットワークを活かし、地域住民の参加・協力の下、身

近な地域活動の活性化、様々な世代間の交流を推進し、「人と人とがつながる」地域づくりの推進、生活困窮世帯等へ

の相談支援の更なる充実など、地域福祉の着実な推進を図ってまいります。

※高齢化率・・総人口に占める65歳以上の人口の割合を示す指標

※生産年齢人口・・国の生産活動の中心にいる人口層のことで、15歳～64歳の人口のこと。

共に支え合い、一人ひとりを大切にするまちづくり

サマースクール

（多文化交流会）

(小学校での車いす体験講座）福祉教育

社協の子ども食堂

（子ども防災～非常食でクッキング～）
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一般会計予算 （単位：千円）

法人全体収入内訳 （単位：千円） (表彰授賞式）

（共同募金：赤い羽根街頭募金）

（成年後見制度　普及・啓発講演会）

法人全体・拠点区分・サービス区分支出内訳（予備費を除いて計上しています。） （単位：千円）

事業の概要

寄付金受配事業

　法人運営､事務所維持管理､役職員給与等

　団体育成､ボランティア講座､ボランティアセ
ンター運営､ひとり親家庭援護､罹災者世帯援
護､紙おむつ支給､桜まつり開催､法人後見、
成年後見等利用支援､やすらぎサービス､援護
資金貸付け、地域づくり推進

　ふれあいミニデイ､成年後見・権利擁護推進
センター､地域包括支援センター､老人福祉セ
ンター､趣味の教室

　生活福祉資金貸付け､あんしんセンター運営

　善意銀行､社会福祉基金

　よりそいヘルパー派遣事業（旧認知症サ
ポートヘルパー派遣事業）､福祉人材育成、障
がい児･者ふれあい交流､広報等発行､地域福
祉活動計画推進

　障害福祉サービス等事業収入

　受取利息配当金収入

　その他の収入

　その他の活動による収入

　前期末支払資金残高

　　合　計　

　経常経費補助金収入
85,900

勘定科目（収入）

　会費収入

　寄付金収入

　(市補助金､共同募金配分金等)

　受託金収入

　貸付事業収入

　障がい者訪問介護､同行援護及び移動支援

訪問介護事業

障害者総合支援事業

95,477 93,817

19,117 17,840

105,307 96,317

8,4938,779

1,364 4,103

8,648 8,650

9,501 9,041

17,606

22,960

19,240

26,208

　小地域活動推進､年末たすけあい援護

　介護保険訪問介護

赤い羽根募金配分事業

308,196

9,300

1,200

98,611

1,355

3,306

28,920

21,481

405

1,031

4,000

68,035

323,544

81,640

90,642

1,355

3,550

30,363

24,121

令和７年度

予算額

令和８年度

予算額

323,544 308,196 15,348 5.0%

会計名 拠点区分 サービス区分

8

1,865

令和７年度令和８年度

9,300

1,200

比較増減 前年比

　事業収入

　介護保険事業収入

6,493

57,659

年末たすけあい配分事業

令和８年度予算 令和７年度予算

一般事業

共同募金配分事業

介護報酬等事業

法人全体

法人管理事業

地域福祉推進事業

伊勢原市受託事業

神奈川県社協受託事業

一般会計予算総括表
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